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五
八
孟
蘭
盆
會
の
,本
邦
移
修
竹
田
聽
洲
文
献
的
考
察
オ
カ
ミ
日
本
書
紀
齊
明
天
皇
の
三
年
秋
七
月
辛
丑
(
十
五
日
)
の
條
に
飛
鳥
寺
の
西
に
須
彌
山
の
像
を
造
り
且
つ
孟
蘭
盆
會
を
設
け
た
と
見
え
、
ミ
ャ
コ
ノ
テ
ラ
テ
ラ
ト
カ
更
に
翌
々
五
年
の
全
く
七
月
十
五
日
群
臣
に
詔
し
て
京
内
諸
寺
に
孟
蘭
盆
經
を
勸
講
し
め
て
七
世
の
父
母
に
報
ぜ
し
め
た
事
が
記
さ
れ
て
居
る
の
を
以
て
本
邦
孟
蘭
盆
會
の
濫
觴
で
あ
る
と
す
る
の
が
從
來
通
読
に
な
つ
て
居
る
。
確
に
「孟
蘭
盆
」
と
い
ふ
丈
字
の
正
史
に
現
れ
る
の
は
之
が
始
め
で
あ
り
、
叉
齊
明
紀
の
こ
の
記
載
を
疑
ふ
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
存
し
な
い
。
然
し
果
し
て
我
國
の
孟
蘭
盆
曾
が
齊
明
天
皇
の
三
年
か
ら
創
ま
つ
た
か
否
か
は
多
分
に
疑
ふ
べ
き
節
が
あ
る
。
同
じ
く
書
紀
の
、
そ
れ
よ
り
更
に
五
十
年
を
遡
つ
だ
推
古
天
皇
の
十
四
年
四
月
八
日
の
條
に
、
元
興
寺
に
丈
六
の
銅
像
を
坐
え
た
事
に
績
オ
ガ
ミ
い
て
、
此
の
年
よ
り
初
め
て
寺
毎
に
四
局
八
日
、
七
月
十
五
日
に
設
齊
せ
し
め
た
事
を
記
し
て
居
る
。
固
よ
り
之
が
何
の
爲
の
設
齊
で
あ
り
、
叉
そ
の
後
も
引
綾
い
て
行
は
れ
た
か
如
何
か
に
就
て
は
書
紀
は
一
切
觸
れ
て
居
ら
な
い
。
之
に
就
て
四
月
八
日
鳳
之
を
灌
佛
會
と
す
る
事
に
先
覺
の
意
見
が
一
致
し
て
居
る
が
、
七
月
十
五
日
の
設
齊
に
つ
い
て
は
、
例
へ
ば
谷
川
士
清
の
日
本
書
紀
通
證
」
數
田
年
治
の
日
本
紀
標
注
、
近
く
は
堀
一
郎
氏
の
如
き
は
之
を
孟
蘭
盆
會
の
始
と
し
て
居
る
が
、
河
村
秀
根
の
書
紀
集
解
は
初
學
記
を
引
い
て
七
月
十
五
日
を
釋
迦
托
胎
の
日
と
し
四
月
八
日
の
降
誕
と
一
蓮
の
下
に
考
へ
ん
と
し
、
飯
田
武
郷
の
通
釋
亦
之
に
從
ふ
と
い
ふ
風
に
諸
家
に
於
て
見
解
を
異
に
し
て
居
る
。
右
の
先
覺
逹
は
、
皆
四
月
八
日
を
灌
佛
會
と
す
る
根
儼
と
し
て
灌
洗
形
像
經
、
摩
訶
刹
頭
經
等
を
引
く
。
確
に
之
等
の
經
典
に
は
釋
奪
の
降
誕
、
灌
佛
、
四
月
八
日
の
關
係
を
読
い
て
居
り
、
叉
別
に
灌
臘
經
は
四
月
八
日
、
七
月
十
五
日
を
以
て
共
に
灌
臘
と
論
い
て
居
る
。
然
し
我
國
飛
鳥
時
代
の
法
令
の
起
源
を
直
に
經
設
の
申
に
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
余
り
意
味
が
な
い
。
佛
歡
傳
來
後
日
獪
淺
い
賞
時
と
し
て
は
、
か
,
蕊
る
法
會
が
取
上
げ
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
は
大
陸
の
先
蹤
を
模
移
し
た
と
考
ふ
べ
く
、
彼
地
の
實
修
を
度
外
靦
し
て
經
典
の
所
読
か
ら
直
に
我
國
に
於
て
之
を
創
始
し
た
と
考
ふ
る
如
き
は
當
時
の
實
情
に
即
し
て
居
な
い
。
然
し
法
顯
傅
に
依
れ
ば
四
月
八
日
の
佛
組
降
誕
會
は
五
勉
紀
初
頭
頃
既
に
、印
度
や
西
域
各
地
に
行
は
れ
、
叉
支
那
に
於
て
も
南
北
朝
時
代
そ
の
日
の
主
要
な
行
事
と
し
て
行
像
、
灌
佛
、
設
齊
等
の
行
は
れ
た
事
が
諸
書
に
見
ゆ
る
か
ら
右
の
推
古
十
四
年
に
決
め
ら
れ
た
と
い
ふ
四
月
八
日
の
設
齊
が
佛
誕
會
で
あ
つ
た
ら
う
と
考
へ
る
事
は
誤
り
で
な
い
。
次
に
七
月
十
五
日
は
如
何
。
之
が
孟
蘭
盆
會
を
意
味
し
た
の
で
あ
つ
た
爲
に
は
當
時
の
大
陸
に
於
て
、
そ
の
日
に
孟
蘭
盆
會
の
行
は
れ
て
居
つ
た
と
い
ふ
事
實
の
存
す
る
事
が
望
ま
し
い
。
こ
の
儀
禮
の
主
旨
は
周
知
の
如
く
孟
蘭
盆
經
に
論
く
所
で
あ
る
が
そ
れ
が
西
域
印
度
に
於
て
穐
は
れ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
然
し
支
那
で
は
梁
武
帝
が
大
同
四
年
建
康
同
泰
寺
に
幸
し
て
大
い
に
孟
蘭
盆
會
を
行
つ
た
事
は
佛
阻
統
紀
に
み
え
甚
だ
著
聞
し
て
居
る
が
、
事
實
我
が
飛
鳥
時
代
に
先
行
若
し
く
は
併
行
し
た
甫
北
朝
時
代
か
ら
初
唐
に
か
け
て
、
盛
に
之
の
行
は
れ
た
事
は
例
へ
ば
荊
禁
鯀威
時
記
に
「
七
月
十
五
日
僭
尼
道
俗
悉
營
盆
供
諸
寺
院
」
と
あ
り
、
唐
高
宗
の
總
章
元
年
(亠ハ
六
八
、
我
が
天
智
天
皇
七
年
)
晟
つ
た
法
苑
珠
蘂
祠
篇
献
佛
部
に
、
こ
の
法
會
の
施
物
に
ウ
い
て
の
馨
が
+
數
條
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
依
る
と
長
安
西
明
寺
や
慈
恩
寺
等
で
は
毎
年
の
孟
蘭
盆
會
に
國
家
か
ら
供
養
物
や
樂
人
の
邊
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。唐
末
に
な
る
に
つ
れ
孟
蘭
盆
會
は
甚
し
く
俗
化
し
て
民
衆
の
行
樂
と
化
し
て
ゆ
く
が
、
然
し
右
の
荊
楚
歳
時
記
の
丈
よ
り
し
て
も
南
北
朝
時
代
孟
曹
剛
盆
會
の
宏
陽
邦
移
修
五
・九
六
Q
か
ら
廣
く
大
衆
の
參
加
の
下
に
諸
寺
院
で
盆
供
の
駄
弧
が
行
は
れ
泛
と
想
像
さ
れ
る
ゴ
七
丹
十
丑
日
の
亀
供
と
い
ふ
の
は
孟
蘭
盆
經
の
讒
に
も
へ
基
く
設
齋
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
推
古
十
四
年
以
降
各
寺
に
於
て
執
行
ふ
こ
と
瓦
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
四
月
八
田
、
七
月
十
五
日
の
設
齊
ば
各
々
佛
誕
會
及
び
孟
蘭
猛
會
を
支
那
か
ら
模
し
て
移
修
し
た
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
事
と
、
そ
れ
を
推
古
十
四
年
に
掲
げ
て
居
リ
へ
う
う
ら
る
日
本
書
紀
の
態
度
が
正
し
い
か
香
か
と
い
ふ
事
と
は
自
ら
別
の
問
題
に
屬
す
る
。
書
紀
に
從
へ
ば
推
古
十
四
年
四
月
八
日
は
元
興
寺
金
堂
へ
も
に
丈
六
銅
像
が
坐
え
ら
れ
て
(
開
眼
供
養
の
)
設
齊
が
行
は
れ
集
つ
た
群
衆
で
非
常
な
混
雜
を
呈
し
潅
が
く
こ
れ
を
機
縁
と
し
て
)
其
後
年
ヘ
へ
ゐ
も
々
四
月
八
日
、
七
且
十
五
日
の
設
齊
が
各
寺
に
行
は
れ
る
樣
に
な
つ
た
と
い
ふ
。
然
し
元
來
こ
の
元
興
寺
丈
六
、佛
の
事
件
と
兩
度
の
設
齊
と
は
内
容
が
全
く
別
の
事
で
後
者
は
附
加
的
に
蓮
べ
ら
れ
て
は
居
る
が
書
紀
編
、遞
の
際
に
ば
各
々
別
の
皮
料
に
依
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
所
が
元
興
寺
丈
六
佛
の
「
件
が
こ
の
條
に
掲
げ
ら
れ
る
事
は
疑
は
し
い
と
し
て
最
近
ば
否
定
す
る
読
が
有
力
で
あ
る
。
マ
体
元
興
専
の
創
立
に
關
す
る
根
永
皮
料
は
醍
醐
寺
本
元
興
寺
伽
藍
縁
起
所
收
の
塔
露
盤
銘
と
丈
六
光
銘
で
あ
つ
て
、
書
紀
の
元
興
寺
(
法
興
寺
)
に
關
す
る
記
邇
は
、
之
等
を
史
料
に
し
て
潤
色
按
配
を
企
て
た
に
止
り
、
そ
れ
自
身
は
新
に
積
極
的
な
主
張
を
少
し
も
含
ん
で
居
な
い
。
こ
の
寺
は
本
來
そ
の
所
在
地
の
名
を
負
つ
て
飛
鳥
寺
と
呼
ば
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
竣
工
し
た
の
は
推
古
天
皇
の
四
年
丙
歳
寒
あ
つ
た
事
は
露
盤
銘
も
書
紀
も
共
に
一
致
し
て
居
る
。
然
る
に
書
紀
が
推
古
十
四
年
に
丈
六
完
成
搬
入
を
記
す
の
は
、
丈
六
光
銘
に
「
・り…
・以
建
二
元
興
寺
一
。
十
三
年
へ
も
ヘ
ヘ
ヤ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
歳
次
乙
丑
四
月
八
日
戊
辰
。
…
…
歳
次
戊
辰
大
隋
國
使
主
鴻
鑪
寺
掌
客
斐
肘
清
…
…
奉
之
。
明
年
己
巳
四
月
八
日
甲
辰
畢
竟
坐
=
於
元
興
寺
㌔
」
と
あ
る
の
を
史
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
輕
卒
に
も
「
明
年
(
己
巴
)四
月
八
日
」
を
十
三
年
乙
丑
の
明
年
(丙
寅
)
の
事
と
早
合
点
し
て
推
古
十
四
年
の
條
に
掛
け
て
し
ま
つ
た
。
然
る
に
光
銘
が
(
推
古
)
十
三
年
竣
工
を
誂
く
の
は
、
全
く
本
寺
を
推
古
天
皇
の
勅
願
寺
に
擬
せ
ん
と
す
る
作
爲
に
外
な
ら
な
い
。
金
堂
竣
工
後
十
年
聞
も
本
尊
が
な
か
つ
た
と
は
、
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
事
で
あ
つ
て
、
書
紀
の
編
者
は
光
銘
の
作
意
を
承
認
し
つ
玉
若
し
く
は
氣
が
着
か
す
に
且
つ
之
を
誤
認
し
て
推
古
f
匹
年
の
條
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
　
ヘ
へ
う
も
別
に
四
月
七
日
兩
度
の
設
齊
に
關
す
る
年
次
不
明
の
手
許
に
あ
つ
た
の
を
、
四
月
八
日
と
い
ふ
,事
の
双
方
に
あ
る
の
を
.手
掛
び
と
し
忽
一
蓮
の
記
事
に
捏
造
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
從
つ
て
そ
の
兩
度
の
設
齊
が
果
し
て
何
時
か
ら
始
ま
つ
た
も
の
か
は
分
ら
な
い
譯
で
あ
る
。
從
つ
て
推
古
十
五
年
以
後
こ
の
兩
法
會
の
修
否
に
關
し
て
何
の
記
載
も
な
い
の
膝
寧
ろ
當
然
で
あ
る
。
然
し
茲
に
そ
れ
が
晩
く
も
孝
徳
天
皇
大
化
三
年
迄
に
は
開
始
さ
れ
、
叉
恒
例
の
行
事
と
し
て
年
々
縞
続
し
て
執
り
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
と
推
定
す
ぺ
き
確
實
な
理
由
が
あ
る
。
周
知
の
如
く
大
化
改
新
の
重
要
な
一
項
に
冠
位
七
、色
十
三
階
の
制
定
が
あ
る
。
織
、
繍
、
紫
、
錦
、
青
、
黒
(
各
大
小
あ
り
)
及
び
建
武
(
初
位
又
立
身
と
も
い
ふ
)
が
即
ち
之
で
、
孫
に
最
後
の
建
武
の
冠
は
そ
の
体
裁
用
法
共
に
上
の
六
種
大
・:
-}-1
1階
と
は
異
り
、無
鈿
無
服
で
被
着
の
時
節
ば
、
大
會
、饗
客
、
四
月
七
.月
齊
と
决
み
ら
れ
で
あ
つ
た
。
改
新
の
本
筋
か
ら
は
外
れ
だ
零
細
な
記
載
の
爲
か
從
來
は
殆
ん
ど
注
意
さ
れ
て
居
な
い
が
・
そ
の
含
畜
陰
'今
の
場
合
極
て
重
要
姪
あ
為
。
乙
の
四
月
七
月
齊
が
佛
誕
會
と
孟
蘭
盆
會
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
そ
う
い
ふ
時
の
爲
ば
特
別
の
冠
が
制
定
せ
ら
れ
て
居
る
事
ば
、
そ
れ
墜
の
儀
禮
が
恒
例
的
に
實
修
さ
れ
て
居
た
事
を
當
然
予
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
會
と
い
ふ
の
は
通
釋
に
は
即
位
元
旦
等
と
い
つ
て
層
る
が
ゼ
敏
逹
紀
十
三
年
及
十
四
無
ヘ
へ
う
も
の
條
に
「経
二營
佛
殿
於
宅
東
ガ
一。
…
…
犬
會
設
齊
。
」
「
起
二
塔
於
犬
野
昆
北
㌔
大
薈
設
齊
。
」
と
い
へ
る
様
に
臨
時
の
法
要
を
も
含
ん
で
居
る
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
佛
誕
會
と
孟
蘭
盆
會
は
恒
例
の
朝
儀
、
臨
時
の
大
法
會
、
外
交
使
節
の
.饗
宴
と
並
ん
餐
ず
そ
の
際
は
最
卞
級
暮
と
雖
も
載
冠
威
儀
を
正
し
て
參
與
す
べ
き
極
め
て
重
要
な
儀
禮
で
あ
つ
た
。
ご
の
大
化
三
年
の
冠
位
は
翌
々
.五
年
に
ぼ
十
九
階
に
更
新
さ
れ
た
が
、
之
も
上
十
八
は
織
(
大
小
)
繍
(
大
小
)
紫
(
大
、小
)
華
・
(
大
小
上
下
)
山
(
大
小
上
下
)
乙
《
大
小
上
卞
)
で
第
十
九
ぽ
重
身
即
ち
前
の
建
武
が
そ
の
ま
玉
引
糠
が
れ
て
居
る
。
我
國
冠
位
の
制
怯
言
ふ
迄
も
な
く
推
古
十
一
年
十
ゴ
丹
聖
徳
太
子
御
制
、定
に
か
玉
る
乳徳
、
仁
、
禮
、
信
、
義
、
智
、
大
小
十
二
階
を
噛
矢
と
す
る
。
そ
れ
は
太
子
の
儒
藪
的
な
深
い
理
念
か
ら
出
發
し
て
.居
る
の
で
あ
る
が
サ
之
に
比
す
れ
ば
大
化
度
の
冠
位
は
、
簡
明
化
さ
れ
鼻
体
的
に
な
る
と
共
に
十
三
と
か
十
九
と
か
牛
端
は
位
藪
に
な
つ
て
居
る
。
尨
は
共
に
、建
武
と
か
位
身
と
か
の
異
種
の
冦
が
最
下
位
に
附
さ
れ
な
演
爲
で
あ
る
が
、
佛
誕
會
や
孟
藺
7盆
會
は
是
く
冦
位
を
傘
端
濠
形
に
し
て
ま
で
も
、
そ
れ
を
孟
蘭
盆
會
の
本
邦
移
修
六
一
六
'ミ
制
定
せ
し
む
る
少
く
と
も
一
の
理
由
で
あ
つ
た
の
で
、
如
何
に
ご
の
法
會
が
重
要
覗
さ
れ
た
か
を
想
像
せ
し
め
る
。
か
く
て
佛
誕
會
と
孟
藺
盆
會
は
推
古
天
皇
十
二
年
以
降
大
化
三
年
迄
の
間
に
、
大
陸
の
風
に
倣
ひ
つ
玉
我
國
に
も
行
は
れ
始
め
た
事
は
之
に
て
略
々
明
か
と
な
つ
た
。
之
は
我
國
法
會
の
中
で
も
、
そ
の
起
源
の
拔
群
に
早
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
法
會
の
初
修
は
例
へ
ぽ
維
摩
會
(鎌
足
陶
原
の
家
に
於
て
、
齊
明
天
皇
三
年
)
般
若
會
(
天
武
天
皇
白
鳳
十
四
年
)
國
忌
齊
(
持
統
天
皇
元
年
)
無
遮
大
食
(
同
五
年
)
ヒ　
最
勝
會
(
同
七
年
)
法
華
會
(
紳
亀
三
年
)
華
嚴
會
(
天
平
十
二
年
)
藥
師
悔
過
(
天
亭
十
六
年
)
梵
網
會
(
天
甼
勝
寳
八
年
)
吉
鮮
悔
過
(
天
平
寳
享
三
年
)
と
い
ふ
風
に
多
く
は
白
鳳
か
ら
奈
良
へ
か
け
て
、
國
家
的
な
規
模
に
於
て
佛
歡
が
興
隆
す
る
過
程
の
中
に
次
々
に
行
は
れ
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
又
こ
の
時
代
に
な
つ
て
來
る
と
、
我
國
の
各
種
法
會
に
相
當
す
る
も
の
が
大
陸
に
行
は
れ
て
居
て
も
、
そ
れ
が
彼
の
模
修
で
あ
る
か
、
我
國
獨
樹
の
成
立
に
俟
つ
も
の
で
あ
る
か
は
簡
單
に
は
决
め
ら
れ
な
く
な
つ
て
來
る
。
要
之
、
日
本
の
佛
誕
會
、
孟
蘭
盆
會
は
他
の
法
會
と
比
較
し
て
著
く
そ
の
起
源
が
早
く
、
遠
く
大
化
以
前
に
遡
り
、
そ
の
後
年
々
恒
例
的
に
修
せ
ら
れ
、
そ
の
爲
に
特
別
の
冠
位
が
設
け
ら
れ
る
一
の
理
由
を
な
す
程
に
重
要
靦
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
そ
の
樣
に
早
い
時
代
の
事
と
て
大
陸
の
先
例
を
模
修
し
た
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
齊
明
紀
三
年
及
び
駈
年
に
「
孟
蘭
盆
」
の
字
が
始
め
て
み
ゆ
オ
ガ
ミ
る
の
は
恐
く
こ
の
頃
に
孟
蘭
盆
経
が
舶
載
さ
れ
、
從
來
七
月
十
五
日
の
齊
會
と
し
て
相
續
さ
れ
て
來
た
實
修
の
典
篠
と
名
穩
が
明
白
に
な
つ
た
と
い
ふ
樣
な
事
實
の
反
映
で
は
な
か
ら
う
か
。
之
以
後
正
史
に
は
灌
佛
會
孟
蘭
盆
會
に
關
す
る
何
等
の
記
載
も
見
ら
れ
な
い
が
、
法
隆
寺
カ
う
も
伽
藍
縁
起
併
流
記
資
財
帳
に
「
金
塗
灌
佛
像
壷
具
」
「合
銭
參
佰
伍
拾
貳
貫
捌
佰
參
拾
貳
丈
、
佛
分
九
貫
四
百
廿
四
丈
、
灌
佛
分
二
貫
二
百
五
十
六
文
…
…
」
と
か
叉
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
賓
財
帳
に
、
「
孟
蘭
盆
分
銭
十
七
貫
五
百
一
文
」
と
か
交
易
絲
に
つ
い
て
「
孟
蘭
盆
分
、
一
百
八
斤
」
交
易
布
「
孟
蘭
盆
分
十
六
段
一
常
十
蕁
」
等
と
み
ゆ
る
の
は
強
ち
之
等
資
材
帳
が
勘
録
さ
れ
た
天
甼
十
九
年
當
時
の
事
と
の
み
見
る
必
要
は
な
く
、
恐
く
奈
良
時
代
以
前
か
ら
行
は
'れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
次
に
然
ら
ば
何
故
に
こ
の
佛
誕
會
と
七
月
の
孟
蘭
盆
會
が
是
く
も
早
く
日
本
に
移
修
さ
れ
る
樣
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
め
蓋
し
獨
り
佛
歡
に
限
ら
タ
凡
そ
一
の
宗
歡
が
新
し
い
轟
地
に
行
は
れ
る
場
合
、
歡
組
の
問
題
は
最
大
の
關
心
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
從
つ
て
該
宗
歡
が
そ
の
他
に
受
容
さ
れ
る
以
上
、
歡
祺
の
降
誕
を
祝
幅
す
る
儀
禮
が
最
も
早
く
實
修
に
移
さ
れ
る
事
は
極
め
て
自
然
の
推
移
で
あ
つ
て
、
法
顯
が
親
し
く
見
聞
し
た
西
域
諸
國
に
於
て
も
各
地
に
こ
の
儀
禮
は
行
は
れ
て
居
た
し
叉
支
那
に
於
て
も
南
北
朝
時
代
か
ら
廣
く
之
が
行
は
れ
た
事
は
明
か
に
文
献
に
も
見
ゆ
る
處
で
あ
る
。
從
つ
て
我
國
に
於
て
も
亦
飛
鳥
時
代
に
佛
歡
受
容
の
國
是
が
確
立
さ
る
乂
や
、
佛
t¢
會
が
最
も
早
く
採
上
げ
ら
る
丶
に
至
る
は
少
し
も
不
思
議
で
な
い
。
然
ら
ば
次
の
孟
蘭
盆
會
は
如
何
。
之
は
前
者
と
は
そ
の
性
格
に
著
し
い
相
違
が
あ
る
。
元
來
七
月
十
五
日
僭
自
恣
の
日
十
方
衆
僭
に
齊
を
設
け
て
七
倣
父
母
及
所
生
父
母
に
報
ぜ
潟
と
い
ふ
孟
蘭
盆
経
は
、
そ
の
内
容
、
傅
譯
、
体
裁
の
上
か
ら
し
て
、
决
し
て
今
見
る
如
き
形
で
印
度
か
ら
傳
來
し
謂
ふ
如
く
西
晋
竺
法
護
に
譯
出
さ
れ
た
と
い
ふ
樣
な
も
の
で
な
い
事
は
今
日
定
読
と
な
つ
て
居
て
、
恐
く
そ
の
一
部
若
し
く
は
全
部
が
支
那
に
於
て
垉
補
或
は
擬
作
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
本
経
所
論
の
骨
子
は
七
世
父
母
報
恩
に
在
り
、
語
を
換
ふ
れ
ば
そ
れ
は
佛
歡
と
組
先
信
仰
と
の
結
合
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
本
來
無
騨
論
的
な
立
む
ロ
場
に
立
つ
佛
歡
が
、
凡
そ
有
的
な
阻
靈
信
仰
と
結
合
す
る
の
は
實
は
困
難
で
あ
グ
て
、
孟
蘭
盆
経
の
所
論
は
謂
は
讐
」
種
の
矛
盾
を
藏
し
て
居
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
か
墨
る
淪
理
を
超
克
し
て
事
實
上
民
衆
の
實
踐
と
し
て
具
体
化
し
た
所
に
本
経
乃
至
本
會
の
成
立
が
あ
つ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
西
域
諸
國
及
印
度
に
於
て
孟
蘭
盆
會
が
行
は
れ
た
か
否
か
全
く
不
明
で
あ
る
の
も
、
史
料
の
不
足
と
み
け
も
も
う
る
よ
り
似
、
寧
ろ
事
實
の
非
存
在
を
物
語
る
も
の
で
あ
つ
て
、
か
、
る
佛
歡
と
組
先
信
仰
と
の
矛
盾
的
結
合
は
、
本
來
儒
歡
的
尿
挨
倫
理
し
も
も
が
強
固
な
地
盤
を
形
成
し
て
居
る
支
那
に
於
て
佛
教
が
新
に
滲
潤
し
て
ゆ
く
過
程
に
生
じ
た
極
め
て
支
那
的
癒
佛
歡
の
一
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
然
し
南
北
朝
時
代
支
那
に
行
は
れ
た
法
會
は
獨
り
佛
誕
會
と
孟
蘭
盆
會
の
み
で
は
な
い
。
そ
の
他
に
例
へ
ば
天
子
誕
節
の
法
會
、
國
忌
、
舍
利
供
養
、
無
遮
大
會
、
八
關
齊
會
、
講
経
法
會
等
が
あ
り
、
之
等
の
中
に
は
後
に
我
國
に
於
て
も
行
は
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
夫
等
を
差
措
い
て
特
に
孟
蘭
盆
會
(
及
び
佛
誕
會
)
の
み
を
逸
早
く
移
修
し
た
冐
本
の
態
度
に
は
、
別
に
特
殊
な
理
由
の
潜
伏
を
予
想
せ
し
め
る
の
で
孟
曲閑
盆
會
の
　不
邦
の
移
修
穴
三
六
四
あ
つ
て
ヤ
蓋
し
之
は
孟
蘭
盆
會
(
経
)
が
佛
歡
の
形
を
と
つ
た
阻
、先
信
俾
の
實
修
で
あ
る
と
・い
知
、
そ
の
根
本
的
な
性
格
に
根
ざ
し
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
我
が
飛
鳥
時
代
は
、
や
が
て
大
化
の
改
新
に
依
つ
て
改
廢
せ
ら
る
べ
き
氏
,挨
制
度
の
末
期
に
相
當
し
て
居
つ
て
、
當
代
氏
撲
結
合
の
紐
帶
を
な
も
た
も
の
・が
氏
紳
を
中
心
と
す
る
阻
先
信
仰
で
あ
り
、
叉
之
は
、日
本
の
固
有
信
仰
の
申
樞
を
な
す
如
く
常
識
的
に
は
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
尤
も
上
代
の
瓧
會
構
造
や
信
仰
形
態
の
具
体
的
様
相
は
各
方
面
か
ら
の
努
力
に
も
不
拘
今
日
獪
不
明
の
部
分
が
甚
だ
多
く
て
、
只
當
時
の
傳
承
を
圭
た
る
要
素
と
す
る
我
が
古
典
禪
話
が
壯
大
な
系
譜
に
か
け
て
物
語
ら
れ
た
組
先
騨
話
の
形
を
取
う
て
居
る
事
か
ら
、
が
玉
る
傳
承
を
生
ん
だ
就
會
が
當
然
に
濃
厚
な
血
縁
鮭
禽
で
あ
り
、
そ
の
紐
帶
乏
し
て
阻
先
信
仰
を
奉
鯵
た
事
が
一
般
に
は
類
推
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
範
園
に
於
て
は
常
識
論
竜
誤
つ
て
居
る
譯
で
は
な
い
。
即
ち
我
國
も
古
來
支
那
と
は
別
の
系
統
の
組
先
信
仰
的
地
盤
を
用
意
し
て
居
つ
た
の
で
馬
そ
こ
へ
勸
し
く
佛
教
が
入
つ
て
來
る
場
合
、
孟
蘭
盆
會
に
具
体
化
さ
れ
た
樣
な
組
先
信
仰
と
結
合
し
た
佛
歡
の
形
は
、
他
の
面
に
比
し
て
我
國
人
の
感
覺
に
最
も
共
鳴
し
易
く
叉
入
り
易
い
部
面
で
あ
つ
た
に
絹
違
な
い
。
組
先
信
仰
と
の
關
係
が
こ
の
場
合
彼
我
　
相
'方
に
と
つ
て
最
も
有
利
な
・媒
介
と
な
つ
た
の
で
あ
る
o
然
し
組
先
信
仰
と
い
つ
て
も
實
は
甚
だ
瞹
眛
且
つ
複
雜
多
岐
な
概
念
で
、
祀
霊
や
租
先
聯
以
外
に
人
格
騨
や
紳
話
的
組
先
、
又
更
に
は
死
靈
ま
で
を
も
含
む
場
合
が
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ち
の
靈
格
が
直
接
崇
拜
の
對
象
と
さ
れ
、
そ
れ
に
應
t
て
子
孫
の
幸
幅
を
左
右
す
る
と
い
ふ
の
が
組
先
信
仰
の
一
般
的
な
形
態
で
あ
つ
て
、
我
國
の
場
合
も
亦
そ
の
例
に
洩
れ
る
も
の
で
な
い
。
然
る
に
孟
蘭
盆
経
に
読
く
所
は
そ
れ
と
大
い
に
異
り
、
七
世
父
母
の
組
靈
は
决
し
て
直
接
崇
拜
の
對
象
で
な
く
.
謂
は
艾
そ
れ
は
第
三
の
立
場
に
在
り
、
寧
ろ
冥
界
に
於
け
る
阻
靈
の
輻
証
へ
働
き
か
け
る
力
能
は
子
孫
の
側
の
或
種
の
營
爲
(
こ
の
場
合
は
十
方
衆
僭
供
養
)
を
通
じ
て
別
の
處
か
ら
發
現
し
來
る
の
で
あ
つ
て
、
組
靈
信
仰
に
關
係
が
あ
る
と
は
表
ふ
も
の
、
日
本
固
脊
の
阻
先
信
仰
と
の
間
に
は
拔
く
べ
か
ら
ざ
る
差
異
が
あ
る
。
斯
く
狼
我
信
仰
の
論
理
の
上
に
は
大
な
る
相
違
が
あ
る
に
不
殉
、
即
ち
追
善
回
応
と
い
ふ
從
來
全
く
我
方
に
は
未
知
の
思
惟
形
式
で
あ
る
に
不
拘
、
逸
早
く
彼
地
の
孟
蘭
盆
會
に
注
目
し
て
之
を
移
模
し
て
行
つ
た
本
邦
古
代
人
の
組
先
信
仰
は
、
單
な
る
一
般
常
識
を
越
え
、
今
少
t
く
具
猟
的
に
考
察
す
る
必
要
を
生
じ
て
來
る
。
然
し
我
が
古
代
文
献
史
料
は
量
に
於
て
少
く
、
質
に
於
て
後
代
の
も
の
で
あ
り
、
意
圖
的
潤
色
が
濃
厚
で
あ
る
處
か
ら
そ
こ
に
は
大
な
る
限
界
が
存
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
茲
に
勢
ひ
之
と
は
別
種
の
資
料
に
考
察
の
眼
を
轉
じ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
言
ふ
迄
も
な
く
民
俗
資
料
が
之
で
あ
る
o
二
、
民
.
俗
的
考
察
前
代
の
一
部
有
識
階
級
の
手
に
成
る
文
献
史
料
は
歴
史
の
偏
し
た
一
部
を
然
も
屡
々
潤
色
を
加
へ
て
語
る
の
が
精
々
で
、
决
し
て
常
民
の
生
活
を
在
♪
め
ま
玉
に
は
示
さ
な
い
と
い
ふ
處
か
ら
民
俗
學
の
主
張
は
始
ま
る
。
か
玉
る
文
献
に
封
し
て
習
俗
こ
そ
は
、
時
の
経
過
に
つ
れ
た
う
し
も
も
て
そ
の
形
は
變
化
し
つ
玉
も
獪
ほ
内
面
に
は
無
意
識
的
に
不
易
の
部
分
を
含
み
、
從
つ
て
或
る
時
の
斷
面
に
示
さ
れ
る
當
該
範
疇
の
習
俗
の
種
々
相
は
、
過
去
に
於
け
る
各
發
展
段
階
を
極
め
て
客
觀
的
に
物
語
る
。
從
つ
て
或
る
標
準
に
應
じ
て
現
行
習
俗
を
多
數
蒐
集
す
れ
ば
、
そ
ぜ
れ
は
樣
式
上
必
す
一
連
の
發
展
系
列
の
裡
に
配
列
す
る
事
の
出
來
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
か
ら
そ
の
習
俗
の
組
型
を
發
見
す
る
事
も
不
可
能
で
は
な
い
。
之
は
個
々
の
現
行
脅
俗
の
表
面
か
ら
、鳳
姿
を
か
く
し
、
見
え
ざ
る
基
暦
部
を
な
し
て
居
る
が
、
之
こ
そ
は
本
邦
固
有
の
も
の
と
し
て
時
闇
的
に
も
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
こ
の
學
の
依
據
す
る
立
場
で
あ
る
。
丈
献
の
欠
を
補
ふ
も
の
と
し
て
確
に
こ
の
派
の
主
張
に
は
傾
聽
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
居
る
。
然
し
か
エ
る
觀
点
か
ら
集
め
ら
れ
た
民
俗
資
料
は
樣
式
的
推
移
の
跡
は
如
實
に
語
る
け
れ
ど
も
、
習
俗
の
或
る
發
展
段
階
が
歴
史
上
何
れ
の
時
代
に
薦
す
る
か
と
い
ふ
絶
樹
年
代
に
至
つ
て
は
途
に
如
何
と
も
な
し
得
な
い
し
、
叉
民
族
學
と
し
て
は
本
來
瀾
心
の
外
に
置
い
て
居
る
事
で
あ
る
。
こ
の
繦
對
年
代
を
確
定
す
る
上
に
决
定
的
な
力
を
持
つ
も
の
は
云
ふ
迄
も
な
く
文
献
を
措
い
て
他
に
求
め
ら
れ
な
い
。
我
國
古
代
の
祺
先
信
俾
に
つ
い
て
は
古
代
文
献
は
具
体
的
な
事
は
殆
ん
ど
何
一
つ
物
語
ら
な
い
。
紳
話
の
形
式
其
他
に
依
つ
て
、
只
そ
の
存
在
が
一
般
に
類
推
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
右
の
如
き
論
據
に
立
つ
民
俗
學
が
近
年
我
國
の
信
仰
習
俗
を
取
上
げ
、
そ
の
申
か
ら
固
有
信
仰
の
組
型
を
發
見
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
注
意
を
向
け
て
來
た
結
果
、
現
在
の
所
で
は
未
だ
輪
廓
の
範
圍
を
出
な
い
が
、
在
來
の
爻
孟
藺
剛
一盆
會
の
本
邦
移
修
六
五
六
六
献
資
料
が
全
く
夢
想
だ
に
し
な
か
つ
た
各
種
の
事
實
が
次
々
に
闡
明
さ
れ
る
樣
に
な
つ
て
來
た
。
そ
の
最
初
の
動
機
と
な
つ
た
も
の
は
實
に
盆
と
正
月
の
行
事
で
あ
る
。
俗
に
も
「
盆
正
月
」
と
い
ふ
樣
に
、
こ
の
二
つ
は
互
に
樹
立
す
る
我
國
年
申
行
事
の
二
大
宗
で
あ
り
、
そ
こ
に
多
敷
の
行
事
が
蝟
集
し
て
居
る
點
で
は
其
の
他
の
逍
隨
を
許
さ
な
い
。
今
で
は
普
通
こ
の
二
つ
は
全
々
別
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
り
、
殊
に
佛
歡
と
の
關
係
に
於
て
鴨・
正
月
は
佛
歡
か
ら
故
ら
に
疎
遠
に
し
よ
う
と
す
る
形
跡
が
伺
は
れ
る
の
に
對
し
て
、
盆
は
完
全
に
佛
歡
の
行
事
と
し
て
受
取
ら
れ
、
我
國
佛
歡
行
事
の
中
で
は
最
も
重
要
な
も
の
と
な
つ
て
居
る
。
從
つ
て
孟
蘭
盆
會
が
齋
明
天
皇
の
三
年
に
始
,め
て
行
は
れ
た
事
は
知
る
人
が
少
く
て
も
、
今
の
盆
が
佛
教
以
後
我
國
に
輸
入
さ
れ
、
其
後
種
々
の
變
化
を
途
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
多
く
の
人
の
考
へ
る
處
で
あ
ら
も
ら
う
。
丈
献
に
依
る
限
り
こ
の
常
識
論
は
確
に
正
し
い
。
然
し
「
史
料
」
の
淨
に
、
更
に
廣
く
民
俗
資
料
等
を
も
含
ま
し
め
て
考
へ
る
時
、し
こ
の
常
識
論
は
極
め
て
疑
ば
し
い
も
の
に
な
つ
て
來
る
。
現
行
の
盆
習
俗
は
、
そ
の
根
底
に
於
て
、
孟
蘭
盆
経
の
所
論
か
ら
は
决
し
て
演
繹
さ
れ
得
な
い
も
匹
を
含
ん
で
居
る
・
跡
ハ恥
瓜
軋
訪
、れ
で
珊
か
畆
臨
の
迎
樣
が
之
で
あ
る
。
孟
蘭
盆
経
か
ら
の
思
想
的
潤
色
は
あ
つ
て
も
獪
そ
れ
と
は
別
系
統
の
こ
の
觀
念
こ
そ
は
先
の
丈
献
的
考
察
の
極
に
於
て
、
一
の
要
請
と
し
て
措
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
固
有
組
先
信
仰
の
民
俗
學
的
考
察
に
最
も
重
要
な
靦
點
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
廣
い
意
味
で
祀
先
信
仰
の
領
域
に
入
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
に
、
日
本
で
は
ご
つ
の
大
き
い
系
統
が
認
め
ら
れ
る
。
一
は
村
落
の
鎭
守
を
も
も
展
心
と
し
て
紳
道
的
な
色
彩
を
帶
び
た
習
俗
群
で
あ
り
、
他
は
家
族
制
度
の
紐
帶
と
し
て
イ
へ
の
佛
檀
を
申
心
に
佛
歡
的
な
色
彩
を
帶
び
て
展
開
す
る
一
連
の
習
俗
や
心
意
表
象
で
訪
る
。
救
の
兩
者
は
源
流
を
一
に
す
る
と
fi
像̀
さ
れ
る
に
不
拘
、
之
を
文
献
的
に
論
證
す
る
事
は
今
日
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
前
者
に
就
て
は
祭
祀
組
織
で
あ
る
宮
座
の
研
究
が
近
年
大
い
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、
ヵ
、・、が
皆
騨
代
史
の
榊
々
の
名
を
も
ち
、
常
に
瓧
殿
の
中
に
在
す
が
如
き
は
、
實
は
後
の
姿
で
、
ヵ
ミ
は
本
來
名
は
な
く
、
た
だ
祭
ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
り
、
時
あ
つ
て
人
に
表
れ
祭
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
に
さ
れ
て
來
た
。
ド
し
カ
一
方
第
二
の
組
先
信
仰
の
場
で
あ
る
イ
へ
こ
そ
は
又
正
月
や
盆
の
行
事
が
行
は
れ
る
場
所
に
他
な
ら
な
い
が
、
莊
月
の
行
事
か
ら
年
迎
の
要
素
を
剥
ぎ
、
盆
の
習
俗
か
ら
佛
教
の
色
彩
を
洗
去
る
時
、
後
に
は
全
く
同
じ
型
の
脅
俗
が
恰
度
春
の
始
と
秋
の
始
、
一
年
を
切
牛
し
た
處
に
兩
々
相
對
峙
し
て
遺
る
の
で
あ
る
。
.
一
正
月
」
盆
答
訪
の
凖
備
暮
の
煤
拂
ひ
七
月
七
日
の
井
戸
浚
へ
、
道
具
磨
き
}
(
憑
代
二
松
迎
へ
、
胥
迎
へ
、
葉
迎
へ
、
.
盆
道
作
り
、
盆
花
取
り、
訪
れ
る
も
の
オ
シ
ヨ
ラ
イ
ツ
マ
御
精
靈
樣、
先
組
サ
マ
、
盆
様
年
の
神
歳
徳
紳
、
正
月
様(暮に精靈迎へをする
土
地
あ
り
)
そ
れ
を
祀
る
場
所
シ
ヨ
ウ
ラ
イ
結川
垂砿
棚
、
先
瓢阻
棚
、
盆
棚
(
盆
の
闇凹
の
み
架一
談
)
年
棚
、
歳
徳
棚(正月の間
み
架
設
)
ー
・
同
族
間
の
義
理
年
頭・
隔胃
あ
き
盆
義
理、
盆
禮(分家が本尿の佛檀、神棚に詣る)
}
時
期
三
月
+
吾へ
春
の
始
の
脅
)
吉
+
吾(
秋
の
始
の
満
月
)
一
全
國
に
恒
り
如
何
な
る
山
聞
僻
地
と
雖
も
盆
脅
俗
が
冥
界
か
ら
訪
れ
る
組
霊
(
オ
シ
ヨ
ラ
イ
サ
ン
、
先
組
サ
ン
)
を
迎
へ
、
或
る
期
闇
生
活
を
壱
し
て
羨
る
と
い
ふ
鬆
か
ら
外
れ
て
居
る
甓
一
も
な
い
。
之
は
驫
霧
の
所
読
に
竺
切
な
い
磨
も
の
で
勇
て
、
之
こ
そ
は
盆
習
俗
の
最
高
暦
部
に
な
る
組
型
に
外
な
ら
な
い
。
之
に
樹
し
て
正
月
に
訪
れ
て
來
る
霊
格
の
年
神
と
か
歳
徳
神
と
か
は
、
土
地
に
よ
り
暮
に
精
靈
迎
を
す
る
例
の
あ
る
事
よ
り
し
て
、
素
は
盆
の
御
精
靈
樣
と
同
一
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
叉
組
靈
と
し
て
子
孫
の
、
殊
に
農
耕
生
活
の
幸
幅
に
最
大
の
關
心
を
寄
せ
る
所
か
ら
又
姿
を
變
じ
て
田
の
禪
山
の
禪
と
な
る
。
祗
先
神
が
同
時
に
農
耕
神
で
あ
る
所
以
は
茲
に
へ
在
る
。
今
で
は
正
月
の
年
禪
と
か
歳
徳
紳
に
各
も
姿
も
か
へ
て
居
る
が
、
以
前
は
組
靈
が
年
に
二
度
、
春
と
秋
の
最
初
の
滿
丹
の
夜
に
子
孫
孟
蘭
盆
　曾
の
宏
」
邦
移
修
六
七
六
凡
を
訪
れ
て
來
る
と
考
へ
ら
れ
た
時
代
が
あ
り
た
の
で
あ
ら
う
。
組
靈
と
死
靈
と
の
關
係
は
阻
先
信
仰
に
於
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
固
有
信
仰
に
於
け
る
兩
者
の
關
係
を
雄
辯
に
語
る
の
は
、
盆
の
新
精
靈
(
新
ポ
ト
ケ
)
と
卅
三
年
忌
の
ト
ム
ラ
ビ
ア
ゲ
の
習
俗
で
あ
る
。
即
ち
日
本
の
阻
靈
は
死
靈
の
複
合
体
で
あ
つ
て
、
死
靈
も
或
年
月
が
經
過
す
る
と
組
靈
と
い
ふ
複
合
体
に
融
合
し
て
、
そ
れ
自
身
の
個
性
は
沒
却
し
て
ゆ
く
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
來
祭
ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
り
、
叉
時
あ
つ
て
人
間
界
に
現
れ
、
そ
こ
で
祭
を
受
け
る
点
で
今
日
ホ
ド
ケ
と
呼
ば
れ
る
組
靈
(
タ
マ
)
も
神
瓧
の
ヵ
ミ
も
共
通
の
性
格
を
具
へ
て
居
る
。
兩
者
は
只
段
階
的
な
相
違
な
の
で
あ
ら
う
。
祺
靈
の
在
所
と
し
て
は
山
奥
が
想
定
さ
れ
た
ス
ク
ナ
ビ
コ
ら
し
い
が
神
瓧
の
奧
宮
や
山
宮
は
必
す
之
と
關
係
が
あ
る
筈
で
あ
り
、
叉
古
代
傳
承
に
於
て
も
常
世
の
國
か
ら
海
上
を
寄
り
來
る
少
名
彦
命
サ
キ
ダ
マ
ク
ス
ダ
マ
は
大
三
輪
の
禪
に
し
て
叉
大
己
貰
神
の
幸
魂
奇
魂
で
あ
り
同
時
に
甘
茂
君
大
三
輪
君
等
は
こ
の
瀞
の
子
孫
で
あ
つ
た
。
結
論
死
靈
が
或
る
期
間
の
後
組
靈
に
昇
華
し
時
を
限
つ
て
冥
界
か
ら
子
孫
の
許
を
訪
れ
て
來
る
と
い
ふ
信
仰
は
決
し
て
孟
蘭
盆
經
の
読
か
ら
は
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
そ
う
い
ふ
信
仰
が
先
在
し
た
瓦
め
に
七
世
父
母
追
恩
の
誂
に
逸
早
く
共
感
を
喚
起
し
た
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
孟
蘭
盆
經
に
、
七
月
十
五
日
僭
自
恣
の
日
と
さ
れ
て
居
た
事
と
本
邦
固
有
信
仰
に
組
靈
迎
接
の
節
日
の
一
と
し
て
秋
の
始
の
満
月
(七
月
十
五
日
)
が
考
へ
ら
れ
て
居
た
事
と
は
謂
は
野
偶
然
の
一
致
で
あ
つ
て
、
こ
の
偶
合
が
又
孟
蘭
盆
會
の
移
修
に
一
暦
の
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
ら
う
。
民
俗
資
料
の
樣
式
論
の
上
か
ら
到
逹
せ
ら
れ
た
租
先
信
仰
に
關
す
る
如
上
の
歸
結
と
、
文
献
史
料
の
考
案
か
ら
得
ら
れ
た
孟
蘭
盆
會
の
移
修
に
關
す
る
推
定
と
は
共
に
一
つ
の
事
象
の
表
裏
の
淆
息
を
傳
へ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
同
時
に
又
之
は
組
先
信
仰
組
型
の
絶
對
年
代
に
一
の
靦
点
を
提
供
す
る
事
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。
更
に
又
孟
蘭
盆
會
の
移
修
が
著
し
く
早
か
つ
た
と
い
ふ
歴
史
上
の
事
實
が
、
か
、
る
民
俗
族
民
俗
的
理
由
に
基
く
と
す
れ
ば
、
茲
に
は
後
代
日
本
佛
歡
が
一
面
阻
先
信
仰
と
の
結
合
の
申
に
發
展
し
て
ゆ
く
宿
命
が
、
早
く
も
そ
の
出
發
点
に
於
て
豫
示
さ
れ
て
居
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
只
民
俗
資
料
の
紹
介
に
充
分
な
紙
幅
を
得
な
か
つ
た
事
を
撼
と
す
る
。
ー
完
ー
